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まず38%フッ化ジアンミン銀溶液(以下Ag( NH3)2F と略)、 2%酸性フッ素リン酸ソーダ溶液(Na
F-P04 ) 、 2%フッ化ソーダ溶液(NaF) および 8%フッ化第 1 錫溶液( SnF2 ) のエナメル質への F の取
り込みとその残留とを比較した。すなわち、矯正的に便宜抜去した第 1 小臼歯に上記の薬剤を 3 分間
塗布し、水洗乾燥後、脱灰液(2N HCI04 ) で表層約25μ を溶解した。ついて溶解液中の F量を F イオン
電極で、 Ca量を柳沢氏法で測定し、取り込み F量を算出した。つぎに上記の薬剤を塗布したエナメル
質を人工唾液に 1 週間浸漬し、残留 F量を測定した。その結果、エナメル質の Fの取り込み量はNa­
F-P04が最も多かった。他の局所塗布剤間では取り込み量に有意差はなかった。さらに人工唾液に 1
週間浸漬後においては、 F の残留量も、また取り込み量に対する残留量の比率もともにAg(NH3 )2 F 
の場合が最も大きかった。
つぎにエナメル質の耐酸性に及ぼすAg(NH3 )2 Fの影響を、 40%硝酸銀溶液(AgN03 ) 、 NaFの場合と
比較するために、これらを塗布したエナメル質を脱灰液(O.OlM アスパラギン酸、 0.10M 酢酸、 pH4.5 、
370C)に 24時間浸漬した。ついで、このエナメル質の表面より内層に向って Ca 、 Pの増減をElectron Prove 
A吐
Microanalyzer (EPMA) により測定した。その結果、 Ag(NH3 )2F はAgN03 、 NaF'こ比較して、
エナメル質の耐酸性を最も向上きせることが判明した。
Ag (NH3)2 F をエナメル質に塗布した後、 EPMAを用いてCa 、 P を測定し、 これらの渉透状態お
よび人工唾液浸漬後の残留状態を検べた。その結果、 Agは表面に多く沈着し、内層には約20μ まで渉
透し、一方 Fはdiffuse に内層約25μ まで惨透していた。塗布後人工唾液に 1 週間浸漬した後でも、 Ag
はなお表面に多く残留し、内層約10μにも残留していた。 F も内層約20μに残留していた。
Ag (NH3)2F 、 AgN03 、 NaF 各 10ml 中にエナメル質粉末 300mgを入れ、撹祥しながら 3 分間反応
させ、この粉末を人工唾液100ml 中に浸漬し、水洗乾燥後、 X線回折法にて反応生成物の経時的変化を
検べた。 Ag (NH3)2F とエナメル質との反応で生成されたCaF2は人工唾液中で次第に減少し、一方
A宮 3P04はAgSCNに変化して停留していることが判明した。
人工脱灰部へのAg 、 Fの渉透状態を検べるため、エナメル質を脱灰液に72時間浸漬した後、 Ag(N
H3)2 F を塗布し、 EPMAにより Ca 、 AgおよびF を測定した。その結果、 Ag 、 F とも脱灰部深層まで惨
透することが判明した。
つぎに Ag(NH3 )2 F の局所塗布による臼歯のう蝕抑制効果についての臨床的検討を行なった。繭出
して間もない乳臼歯および第 1 大臼歯のー側に Ag(NH3 )2 F を 3 分間塗布して実験側とし、他側は塗
布せず対照側とした。検診を 3 ヶ月毎に、塗布を 6 ヶ月毎に行なって、 う蝕の発生およびその進行の
程度を観察した。その結果、実験側では対照側に比べ、乳臼歯および第 1 大臼歯のう蝕発生率は低く、
う蝕の進行率も低かった。




以上、基礎的実験から各種つ蝕予防剤のうちで Ag (NH3)2 Fが最も人工唾液浸漬中における Fの残
留量と残留比率との大きいことがわかった。またAg (NH3)2 Fはエナメル質の耐酸性をよく向上させ
た。そこで乳臼歯および第 1 大臼歯に Ag(NH3)2 F を塗布した臨床実験の結果、 これら臼歯に対し、
う蝕予防効果が認められるとともに、う蝕の進行が抑制され、とくに重症う蝕への進行抑制効果の高
いことが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は、低年令児の臼歯でとくにう蝕の発生しやすい小筒裂溝を対象に、フッ化ジアンミン銀の
局所塗布によるう蝕の予防効果および進行抑制効果を検討したものである。
基礎的実験からは、他のつ蝕予防剤と比較して、フ、ソ化ジアンミン銀がもっともエナメル質中のフッ
ッ素残留率の大きいこと、および、耐酸性向上させるという知見が示きれ、一方臨床実験からはう蝕の
予防効果とともにう蝕の進行抑制効果、とりわけ重症う蝕への進行抑制率の高いことが示唆されてい
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る。
これらの知見は、施術の困難な低年令児を対象に、個人的および、集団的に、う蝕予防および進行抑
制を計る上で、本剤がきわめて有効な薬剤であることを示すものであり、小児歯科領域においてとく
に意義のあるものと考える。
よって本研究は価値ある業績であり、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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